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栃木県栃木県の少子化の現状及びモデル事業を通じた成果等について
本県の状況

＜厚生労働省 令和３(2021)年人口動態統計＞
＜表 県内地域別の出生数の状況及び減少率＞

地域等名 H23
(2011)

R2
(2020)

減少率
(H23⇒R2)

県全体 15,913人 11,808人 ▲26％

宇都宮市 4,731人 3,731人 ▲21％

県西 1,343人 911人 ▲32％

県東 1,150人 734人 ▲36％

県南 3,756人 3,016人 ▲20％

県北 3,043人 2,090人 ▲31％

安足 1,890人 1,326人 ▲30％

日光市▲36％

佐野市▲29％

・出生数：11,475人（対前年▲333人）
・合計特殊出生率：1.31（対前年▲0.01）
・婚姻件数：7,127組（対前年▲269組）

資料：栃木県保健統計年報

・コロナ禍もあり、いずれも過去最少を記録
・少子化は、宇都宮市や県南地域等の人口が
集まる地域よりも周辺地域でより顕著

図 栃木県域のイメージ

モデル事業を通じた支援内容・成果等 今後の課題・取組予定

「地域アプローチによる少子化対策の
推進に関する調査研究事業」に取り組む
佐野市と日光市を支援

・両市の少子化要因分析に資するデータ提供
・両市の課題等に対応する県施策情報の共有
・県内他市町への事例共有

＜主な成果等＞

＜主な支援内容＞

・地域ごとの少子化背景等の可視化
・市町の施策を補完する広域的な施策の必要性の再認識
・データに基づく政策立案（EBPM）への理解促進

・県内他市町への横展開
・両市の結果も踏まえた県の取組の検討

＜R５年度の関連する主な取組＞

＜課題＞

・結婚応援企業の新規開拓や子育てポータルサイトの作成
・女性等に魅力ある雇用・産業の創出に向けた戦略の策定
・若者・女性に選ばれる中山間地域農業モデルの創出 など
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